
このように、「工業統計調査」は国の大切な調査の一つとなっています。

さて、いかがでしたか。多少、参考になったのではないでしょうか。

調査対象事業所様には、ご面倒をおかけいたしますが、ご理解とご協力の

程、どうぞよろしくお願いします。

では、具体的に、どのような製造業が盛んなのでしょうか。表５をご覧ください。

品目 出荷金額※1

順位
（百万円）

全品目(合計) 272,853,144

(16.2%)自動車関連品目 (合計) ※2 44,191,369
普通乗用車(気筒容量2000mlを超えるもの)(シャシーを含む) 9,304,015 1

ガソリン 6,374,616 2

医薬品製剤(医薬部外品製剤を含む) 6,129,179 3

駆動・伝導・操縦装置部品 6,008,519 4

その他の自動車部品(二輪自動車部品を含む) 5,887,909 5

軽・小型乗用車(気筒容量2000ml以下)(シャシーを含む) 4,648,629 6

自動車用内燃機関の部分品・取付具・附属品 3,751,808 7

シャシー部品、車体部品 3,524,318 8

トラック(けん引車を含む) 3,098,961 9

オフセット印刷物(紙に対するもの) 3,052,851 10

では、品目別の出荷額はどのようになっているのでしょうか。表2をご覧くださ

い。平成26年における品目別出荷額は、「普通乗用車」が堂々の第1位となってい

ます。だよね～と、よく見てみると、トップ10品目中7品目が自動車関連じゃないで

すか! そこで、その出荷額を調べてみることに。すると、、、自動車関連品目の出荷

額は約44兆円、製造業における出荷額全体の16.2%という結果に。恐るべし、自動

車産業。改めて、その大きさを実感してしまいました。

さて、今回は、この6月1日に実施される「工業統計調査」から、少しご紹介させていただきたいと思います。

都道府
県名

[参考]

出荷金額 割合 順位 事業所数 割合 順位
（百万円）

平成26年 272,853,144 202,410

愛 知 33,838,752 12.40 1 16,795 8.30 2

神 奈 川 16,639,395 6.10 2 8,140 4.02 7

大 阪 14,871,547 5.45 3 17,501 8.65 1

静 岡 14,754,932 5.41 4 9,777 4.83 5

兵 庫 13,410,303 4.91 5 8,710 4.30 6

…

秋 田 1,073,409 0.39 43 1,897 0.94 34

島 根 986,774 0.36 44 1,186 0.59 44

鳥 取 596,579 0.22 45 815 0.40 47

沖 縄 591,546 0.22 46 1,179 0.58 45

高 知 418,401 0.15 47 1,043 0.52 46

はいた～い、5月です。そろそろ、雨の季節ですね。雨音は心地よくて、疲れた心を癒やしてくれるような気がしませんか。

〈統計トピックス〉

「工業統計調査」が実施されます!

（調査実施日：平成29年6月1日）

表1：都道府県別出荷額・事業所数（従業者４人以上の事業所）（平
成26年）

「工業統計調査」は、製造業を営む事業所を対象

に、製造品出荷額などの生産活動を調査し、工

業の実態を明らかにすることを目的に、実施さ

れているんだよ。

早速ですが、表1をご覧ください。これは、都道府県別の製造品出荷額上位5位と下

位5位を示したものです。残念ながら、我が沖縄県、全国46位となっており、出荷額は

全国の0.22%、事業所数は全国の0.58%という、寂しい結果となっています。それと対

照的なのが、全国1位の愛知県。2位以下を大きく引き離し、ぶっちぎりの全国第1位で

す。全国出荷額の、実に12.4%を占めているというのですからスゴイですよね。

表２：品目別出荷額（従業者４人以上の事業所）（全国）（平成26年）

(資料) 表1,2,6,7:経済産業省「工業統計調査(品目編)(市区町村編)」

表3:製造業事業所数及び従業者数（従業

者４人以上の事業所)（沖縄県）（平成２６年）

平成29年5月（No.463）

※工業統計調査の詳しいデータは↓からご覧になれます。
経済産業省：http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/result-2.html
沖縄県： http://www.pref.okinawa.jp/toukeika/cm/cm_index.html

※2 商品分類の「3111自動車（二輪自動車を含む）」、「3112自動車車体・附随

車」及び「3113自動車部分品・附属品」に属する品目の出荷額を集計。

では、ここで、我が沖縄県の製造業について見てみることにしましょう。
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表３と４をご覧ください。沖縄県内の平成26年における製造業の事業所数は

1,179事業所、従業者数は24，452人、製造品出荷額は6，336億円となっています。

事業所数は平成24年以降減少傾向にありますが、一方で、従業者数は平成23

年以降増加しており、また、製造品出荷額も5年連続で増加となっています。沖縄

県の製造業、ここ数年、少しずつ伸びているようです。

表4:製造品出荷額等（従業者４人以上の事

業所）（沖縄県）（平成２６年）
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と7を見てみましょう。これは、都道府県別の精米及び生コンクリートの出荷

額を順位づけしたものです。これによれば、我が沖縄県、精米では全国13

位、生コンクリートは全国１２位と健闘しております。生コンクリートについて

は、もともとコンクリート住宅が多いのに加え、昨今のマンションやアパート

の建設ラッシュが少なからず影響しているのでしょうね。

表5:製造業事業所数及び出荷額等（従業

者４人以上の事業所）（沖縄県）（平成２６年）

都道府
県名

出荷 産出
事業
所数

順
位金額

（百万円）
全 国 計 598,142 350
埼 玉 66,423 18 1

北 海 道 49,825 18 2

神 奈 川 49,015 10 3

愛 知 39,466 14 4

福 岡 33,444 22 5…

沖 縄 16,680 4 13

都道府
県名

出荷 産出
事業
所数

順
位金額

（百万円）
全 国 計 1,198,598 2,699
東 京 93,038 78 1

神 奈 川 73,173 83 2

埼 玉 61,647 91 3

愛 知 58,011 96 4

北 海 道 50,129 164 5…

沖 縄 29,098 61 12

※1 出荷金額：消費税及び内国消費税額を含んだ額。

沖縄県内の事業所数を産業別に見てみると、食料品（396事業所）、金属製品（167事業

所）、窯業・土石（162事業所）で全体の61.5％。また、出荷額においては、石油製品(2,189億円)、

表６:都道府県別（精米）出荷額（従業

者４人以上の事業所）(平成２６年）
表７:都道府県別（生ｺﾝｸﾘｰﾄ）出荷額
（従業者４人以上の事業所)(平成２６年)

食料品（1,514億円)、

飲料・たばこ（682億)、

窯業・土石（564億円）

で全体の67.3％を

占めており、出荷

額ベースでみる

と、沖縄県は石油

製品と食料品産業

が盛んな地域のよ

うです。

では最後に、表6

※ 金額が秘匿となっている県（5県）は除く。

表3,4,5:県企画部統計課「工業統計調査」

(※ 順位については、県企画部統計課で算出。)

※ 割合については、県企画部統計課で算出。
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